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平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

２

問い合わせ

★第22回国民文化祭勝浦町実行委員会事務局

〒771-4395 勝浦郡勝浦町大字久国字久保田2-1

（勝浦町教育委員会内） （42）2515・FAX（42）4900

第22回国民文化祭 とくしま2007

人形フェスティバルin勝浦
国民文化祭だより シリーズ１

はじめに

昭和61年から毎年、各都道府県持ち回りで

開催されてきた、文化の祭典が今秋徳島県に

「第22回国民文化祭・とくしま」としてやって

きます。

期間は10月27日 から11月４日

���������	�
�������

までの９

日間、県内23市町村で、音楽・演劇・舞踊・

伝統文化など多方面にわたり盛沢山の催しが

開催されます。

勝浦町では「人形フェスティバルin勝浦」

を２つの会場で「人形と花」をテーマに開催

いたします。開催期間中、町民の皆様のご協

力と多数の方のご来場を心からお待ち致して

おります。

そこで、実施に向けた本町の取り組みを、

これから随時シリーズで紹介していきます。

今回は、第22回国民文化祭勝浦町実行委員会

が策定した「人形フェスティバルin勝浦開催

要項」のＰＲ版をご紹介します。

今
年
の
春
の
褒
章
が
去
る
四
月
二
十
八
日
に
発

表
さ
れ
、
本
町
で
は
細
川
寛
さ
ん
が
、
藍
綬
褒
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

細
川
寛
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
か
ら

現
在
ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
在
職
し
、
地
域
住
民
の
人
権
擁
護
思
想
の
普

及
や
人
権
相
談
の
充
実
・
強
化
に
努
め
ら
れ
、
そ

の
功
績
は
多
大
な
も
の
が
あ
り
、
今
回
の
受
章
と

な
り
ま
し
た
。

細
川
寛
さ
ん

の
ご
労
苦
に
あ

ら
た
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
心

か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

藍
綬
褒
章
受
章

人
権
擁
護
委
員

細

川

寛
さ
ん

（
坂
本
）
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勝浦町中山間地域等直接支払事業の実施状況

※問い合わせ 勝浦町役場産業建設課 （42）1505

（
協
定
数
）

協
定
整
理
番
号

協 定
集落名

協
定
参
加
者
数

交付金額

（円）

協定対象農用地面積（㎡） 集落マスタープラン

計（㎡）
田 畑

目指す将来像急傾斜
（㎡）

緩傾斜
（㎡）

急傾斜
（㎡）

緩傾斜
（㎡）

１ 石 原 54 3,565,176 329,876 12,181 76,470 231,666 9,559
水田については、機械の共同化や作業委託を進め
る。樹園地については、農道の整備・機械の共同
化とともにリーダーを育成し、作業委託を進める。

２ 沼 江 46 3,025,883 263,278 30,252 58,736 163,836 10,454
水田については、既存担い手への作業委託を進め
る。樹園地についても、リーダーを育成し、作業
委託を進める。農産物の加工販売を実現する。

３ 掛 谷 19 887,912 102,977 10,775 3,524 40,384 48,294
機械の共同化（防除機械等）を実施し、労働力
の軽減を図っていく。後継者が他業種に従事し
ながらも農地を管理できる体制を作りたい。

４ 山 西 32 1,382,079 175,055 7,266 857 79,797 87,135
機械の共同化（防除機械等）を実施し、労働
力の軽減を図っていく。定年帰農者を中心に
後継者を育成する。

５ 中 角 32 2,599,463 226,089 0 0 226,019 70
新たに担い手を育成し、農地集積や作業委託
することにより、農地を維持する。学校教育
との連携により、体験農園を実施する。

６ 生 名 71 3,636,762 357,220 13,785 23,047 255,193 65,195
認定農業者等（リーダー）を育成し、作業委
託を進める。機械の共同化を進めていく。

７ 今 山 44 3,306,100 288,662 0 0 286,973 1,689
認定農業者等（リーダー）を育成し、作業委
託を進める。隔年交互結実栽培を推進し、収
益向上を図る。

８ 黒 岩 14 621,310 54,027 0 0 54,027 0
新規就農者（定年帰農者）を育成し、農地の
保全を図る。優良品目を導入して収益向上を
目指す。

９ 星 谷 65 3,816,277 389,417 0 4,396 304,192 80,829
育成する認定農業者と、既存の担い手を中心
に作業委託を進めていく。機械の共同化を推
進する。

10 久 国 46 1,787,329 201,134 10,227 4,849 110,321 75,737
定年帰農者を中心にリーダを育成し、農作業
委託を進める。

11
棚 野 石
倉 谷

29 907,751 83,484 1,650 1,780 72,334 7,720
定年退職者を中心に、新規就農者を確保する。
リーダーを育成し、剪定・収穫等の農作業委
託を進める。

12 棚野大谷 17 1,352,667 115,411 2,678 0 112,733 0
新品種・新品目の導入や集落の農産物を活用
した加工品の開発・販売により収益の向上を
図る。

13 中山第1 23 1,000,742 89,211 0 0 86,063 3,148
認定農業者等（リーダー）を育成し、作業委
託を進める。

14 中山第2 39 2,957,838 244,584 15,276 0 229,308 0
水田については、作業委託を進める。樹園地に
ついては、認定農業者等リーダーを育成し、リー
ダー中心に営農指導を行い農地を保全する。

15 中山第3 57 2,681,588 233,734 10,820 12,578 202,196 8,140
水田については、担い手に作業委託を進める。
樹園地については、機械の共同化を進める。

16 横瀬立川 19 1,303,565 107,586 8,228 0 97,878 1,480
認定農業者等（リーダー）を育成し、作業委
託の推進や畜産農家との連携により、農地を
維持したい。

17 横瀬前川 16 750,129 66,693 0 0 64,588 2,105
新規就農者を確保し、認定農業者を育成する。
担い手に作業委託を進め農地を維持していく。

18 横瀬寺谷 6 474,225 41,237 0 0 41,237 0
認定農業者等（リーダー）を育成し、営農指
導を進める。優良品目の導入やマルチ栽培・
隔年交互結実栽培を推進し、収益向上を図る。

19
与 川 内
下 分

26 1,417,992 123,502 0 0 123,217 285
認定農業者等（リーダー）を育成し、香酸果樹園
を中心に農作業委託を進める。与川内宮平集落
との連携により、都市住民との交流を推進する。

20
与 川 内
宮 平

36 3,423,519 285,712 19,091 1,846 260,141 4,634
認定農業者等（リーダー）を育成し、営農指
導を進める。与川内下分集落との連携により、
都市住民との交流を推進する。

21 坂本3部 42 1,406,161 152,656 8,081 1,109 134,625 8,841
果樹オーナー制度の推進や坂本３集落の連携に
よる、都市住民との交流（やすらぎの森・グリー
ンツーリズム）により、集落を活性化させる。

22 坂本松尾 31 1,194,101 135,761 0 0 127,183 8,578
既存リーダーを中心とした営農指導や坂本３集落
の連携による、都市住民との交流（やすらぎの森・
グリーンツーリズム）により、集落を活性化させる。

23 坂本黄檗 13 1,157,414 100,879 2,343 0 95,417 3,119
認定農業者を育成し、リーダーを中心とした営農指
導や作業委託を進める。坂本３集落の連携による、
都市住民との交流により、集落を活性化させる。

777 44,655,983 4,168,185 152,653 189,192 3,399,328 427,012

������
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午前８時～11時まで
※悪天候の場合は10日 に延期します。

場 所 星谷運動公園 駐車場

料 金 家庭の粗大ごみ手数料

１個 500円～1，000円（別表参照）

その他 産業廃棄物および事業系廃棄物は、取り扱

いできませんのでご了承ください。

（例）車両、建設廃材、ガスボンベ、農機具、

バッテリー、毒物などの危険なもの

生活様式の多様化により、ごみの量が増加し、

それらを処理する経費も増加してきています。

修理可能な物は修理するなど、廃棄物をでき

るだけ少なくする為のご協力をお願いします。

家電４品目について（注意）

①家電リサイクル法による特定家庭用機器４品目（エ

アコン・テレビ・電気冷蔵庫・電気洗濯機）につい

ては、今回、回収はいたしません。

②新しく買い替えする場合は、買い替えする小売店か、

先にその製品を購入した小売店に引取りを依頼して

ください。

③また、廃棄のみの場合で、先に購入した小売店等が

廃業等の理由で営業していない場合のみ、役場住民

課にて受付いたします。〈月曜日から金曜日（土・日・

祝日除く）の午前８時30分から午後５時までの間〉

④その場合は、事前に郵便局で、リサイクル料金を払っ

てから廃棄する製品と運搬料金（１個 2,000円）を

ご持参ください。

※ごく一部の会社の製

品がこの料金と違う
ものがあります。
別に郵便局で手数料
が１個につき100円

必要です。

リサイクル料金（標準）

エ ア コ ン 3，675円

テ レ ビ 2，835円

電気冷蔵・冷凍庫 4，830円

電 気 洗 濯 機 2，520円

問い合わせ 勝浦町住民課 (42)1501

勝浦町クリーンセンター
（42)4649

ＩＰ（代）

６月３日は

全町一斉清掃日
毎年６月から９月までの第１日曜日を全町一

斉清掃日と定め、環境衛生の保全、環境美化の

向上にご協力いただき「清流に緑映え、人輝く

まちかつうら」づくりに成果をあげています。

本年も６月３日・７月１日
８月５日・９月２日

を予定しています。

各地区の区長さんや保健部長さん

の指示に従って、地区の実情にあっ

た方法で、１戸に１人は参加してい

ただき、ご協力をお願いします。

４月から実施しておりますプラスチック製容

器包装リサイクル事業に伴い、６月から、今ま

で、ご利用いただいておりましたプラスチック

用のピンクの袋を廃止し、リサイクル専用とし

て緑色の袋に変更することとなりました。

この緑色の袋には、リサイクルのできるプラ

スチック製の容器および包装だけを入れ、それ

以外の物は入れないようにお願いいたします。

その他のプラスチック製品につきましては、

性質に応じて、燃えるごみの袋およびその他金

属の袋にお入れください。

ご協力お願いします!!

ごみ袋が変わります!

050(3438)7148

家庭の粗大ごみの

回収について

次のとおり実施しますので、ご協力をお願いします。

日 時 平成19年６月３日
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国
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催
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〈
概

要
〉

勝
浦
町
は
、
阿
波
み
か
ん
の
里
と
し
て
栄

え
、
か
つ
て
は
「
黄
金

こ
が
ね

色
に
輝
く
山
々
」
と

形
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
み
か

ん
を
始
め
昨
今
の
農
業
情
勢
は
厳
し
く
、
担

い
手
不
足
な
ど
か
ら
田
畑
の
耕
作
放
棄
地
が

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
社
会
に
は
第
一
線
を
退
い
た
も
の

の
、
ま
だ
ま
だ
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
な
人

材
が
、
健
康
志
向
と
相
ま
っ
て
、
農
村
に
目

を
向
け
、
新
た
に
農
業
を
志
す
人
が
増
え
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
人
材
を
対
象
に
、

阿
波
み
か
ん
発
祥
の
地
坂
本
で
、
み
か
ん
栽

培
を
中
心
と
し
た
農
業
講
座
を
開
設
し
、
農

業
者
と
し
て
の
知
識
を
深
め
な
が
ら
、
担
い

手
の
育
成
も
図
り
た
い
。

〈
募
集
・
要
領
〉

農
業
も
み
か
ん
作
り
も
初
め
て
の
人
や
、

現
在
、
農
業
を
し
て
い
る
人
も
と
も
に
学
び
、

楽
し
く
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

募
集
範
囲

町
内
外･

男
女･

年
齢
を
問
わ
ず
、

み
か
ん
作
り
に
熱
意
の
あ
る
人

募
集
人
数

二
十
人
以
内

締

切

日

六
月
八
日

開

講

日

六
月
十
三
日

午
前
九
時

講
座
・
実
習
日

毎
月
第
四
水
曜
日

（
変
更
の
場
合
あ
り
）

参
加
費

一
回
一
、
〇
〇
〇
円

（
資
料
、
保
険
代
等
）
昼
食
代
別

※
こ
の
事
業
は
勝
浦
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

事
業
の
補
助
金
を
活
用
し
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
坂
本

ふ
れ
あ
い
の
里

さ
か
も
と

（
４
４
）２
１
１
０

次
の
と
お
り
病
院
の
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
希
望
の
方
は
履
歴
書
（
市
販
の

も
の
）
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

職

種

理
学
療
法
士

募
集
人
員

一
人

勤
務
内
容

リ
ハ
ビ
リ
業
務

募
集
期
間

六
月
一
日
～
十
五
日
ま
で

採
用
予
定
日

七
月
か
ら

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

さ
か
も
と
農
学
・
み
か
ん
組

受
講
者
募
集
！

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
六
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も

子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
供
と
保
護
者
）

並
び
に
妊
婦
さ
ん

☆
今
月
は
外
で
絵
具
や
水
な
ど
を
使
っ
て

の
遊
び
が
多
い
の
で
、
汚
れ
て
も
い
い

服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

広
場
に
も
何
枚
か
余
分
の
服
が
あ
り

ま
す
が
、
お
着
替
え
も
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

☆
15
日

のm
a
ma'

s
ca

fe

は
申
込
み
が

必
要
で
す
。

五
月
の
活
動
報
告

ハ
ッ
ピ
ー
の
体
操
の
先
生
を
招
い
て
、

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
体

を
動
か
し
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

次
回
は
七
月
に
行
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ

０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

先
生
と
一
緒
に
体
を
動
か
し
て
い
る

こ
ど
も
た
ち

６ 月 の 行 事

26
日

19
日

15
日

12
日

５
日

水
遊
び

野
菜
ス
タ
ン
プ
で

Ｔ
シ
ャ
ツ
作
り

ma
ma'

s
c
a
fe

（
申

込
み
必
要
）
参
加
費

あ
り

歌
と
手
遊
び

新
聞
遊
び

６月

勝
浦
病
院
臨
時
職
員
募
集
！

�



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

７

６月24日 投票日

６月19日 告示日

人
権
擁
護
委
員
の
日

農
業
用
機
械
施
設
の

ご
利
用
に
つ
い
て

運
搬
料

積
降
料

利
用
料

片
道

八
、四
〇
〇
円

（
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
中
村
の
場
合
）

一
回

三
、〇
〇
〇
円

一
時
間
あ
た
り
三
、三
〇
〇
円

皆
さ
ん
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
？

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す
。

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
て
お
り
、
徳
島
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
及
び
徳
島
地
方
法
務
局
で
も
、
こ

の
日
を
中
心
と
し
て
、
人
権
擁
護
委
員
制
度

の
周
知
と
人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
に
努
め

て
い
ま
す
。

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送
る
上

で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で

な
く
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お
互
い
に

人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る
い
社
会
を

つ
く
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
あ
る
六
月
一
日
に

は
全
国
一
斉
の
人
権
相
談
を
左
記
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

★
人
権
相
談
開
設
場
所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階

六
月
一
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

町
で
は
農
業
用
機
械
施
設
と
し
て
バ
ッ
ク

ホ
ウ
と
ミ
ニ
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
所
有
し
て
お
り

ま
す
。
業
務
は
中
山
の
片
山
博
之
さ
ん

（
４
２
）
３
５
７
４

Ｉ
Ｐ

０
５
０
（
３
４

３
８
）
９
５
４
６
に
委
託
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
内
容

老
木
園
・
不
良
園
の
改
植
、
園
内
道
の
整

備
、
農
道
の
新
設
整
備
、
小
規
模
の
土
地
基

盤
整
備
、お
よ
び
農
地
・
農
業
用
施
設
の
補
修

費

用

※
上
記
利
用
料
お
よ
び
積
降
料
に
つ
い
て
は
町
か
ら

の
請
求
と
な
り
ま
す
。
運
搬
料
（
通
常
片
道
料
金

の
み
）
に
つ
い
て
は
別
途
請
求
が
あ
り
ま
す
の
で

お
支
払
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
産
業
建
設
課

（
４
２
）１
５
０
５

勝浦町議会議員一般選挙
平成19年７月９日に任期が満了する勝浦町議会議

員の一般選挙が６月19日 告示、６月24日 に投票

が行われます。開票は、同日午後９時15分から町住

民福祉センターで行います。今回の選挙は、私たち

にとって最も身近な選挙の１つです｡

有権者のみなさんは、必ず投票に参加しましょう。

【投票時間】午前７時から午後８時まで

【期日前投票】

選挙当日、仕事や旅行などで町内にいない場合は、

告示日の翌日から選挙前日まで下記の場所・日時で

期日前投票ができます。

（場所）勝浦町役場住民課内 期日前投票所

（日時）６月20日から６月23日まで

午前８時30分から午後８時まで

※土曜日も投票できます。

【不在者投票】

県の選挙管理委員会が指定した病院や老人ホーム

などの施設に入院・入所している人は、その施設で

も不在者投票ができる場合があります。事前に病院・

施設等お申し出ください。

【郵便による不在者投票】

身体に重度の障害があり、法律に定められた障害

の程度に該当する方は、あらかじめ「郵便等投票証

明書」の交付を受けて、郵便等による不在者投票を

することができます。なお、この制度を利用する方

で、自ら投票の記載ができない方は、代理記載制度

があります。ただし、代理記載できる人は、選挙権

を有して、あらかじめ町選挙管理委員会委員長に届

出書を提出した方です。また、投票用紙等の交付の

請求は、選挙期日の４日前までに行う必要がありま

すので、ご注意ください。

【投票できる人】

・昭和62年６月25日以前に生まれた人

・平成19年３月18日以前から引き続いて勝浦町内に住

所を有しており、公職選挙法に定められている欠格

事項に該当しない人

問い合わせ 勝浦町住民課内

勝浦町選挙管理委員会 （42）1501



老人医療費が増大する中、現役世代と高齢者世代の負担を明確化し、公平で分かりやすい

医療保険制度にするため平成20年４月から後期高齢者医療制度が創設されることになりました。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

８

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児
（
家
庭
で
保
育

さ
れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談
日

日

時

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談

電
話
相
談

健
康
相
談
日

日

時

５
日

・
７
日

・
13
日

14
日

・
18
日

・
20
日

26
日

・
27
日

午
前
九
時
～
午
前
十
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
７
３

27日 20日 13日 ６日

★
保
育
所
の
お
友
達
と
遊
び
ま
し
ょ
う

★
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導

★
保
育
所
の
お
友
達
と
遊
び
ま
し
ょ
う

★
保
健
師
の
身
体
測
定
・
相
談

★
六
月
生
お
誕
生
会

★
保
育
所
の
お
友
達
と
遊
び
ま
し
ょ
う

★
保
育
所
の
お
友
達
と
遊
び
ま
し
ょ
う

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

◆対 象 者

老人保健制度と同じで、75歳以上の高齢者と65歳

以上75歳未満の一定以上の障害を有する方です。

◆制度の運営

徳島県のすべての市町村が加入する徳島県後期高

齢者医療広域連合が、保険料決定、賦課決定、医療

費の支給等の事務を行います。

◆自己負担割合

自己負担は老人保健制度と同じで一般の方は１

割負担、現役並所得がある方は３割負担とな

ります。

◆保 険 証

平成20年３月31日までは今までどおり健康保

険証と老人医療受給者証を使用してください。

平成20年４月１日からは後期高齢者医療被保

険者証を使用してください。後期高齢者医療被保険

者証は、対象者に対し徳島県後期高齢者医療広域連

合より今年度中に交付されます。

◆保 険 料

保険料は広域連合ごとに決めます。徳島県で均一

の保険料率となります。家族の健康保険の被扶養者

の方も保険料を負担します。具体的な保険料の額に

ついては、まだ決定されておりません。

◆保険料の納付方法

①年金天引き（特別徴収）

②口座振替等（普通徴収）

介護保険と同様に、年額18万円以上の年金受給者

が年金天引き（特別徴収）の対象となります。ただ

し、介護保険料と合わせた保険料額が年金の２分の

１を超える場合は特別徴収されず普通徴収となりま

す。

問い合わせ 勝浦町福祉課 （42）1502

▲リズムあそび たのしいね

老人保健制度が

後期高齢者医療費制度 に変わります

６ 月

子育て支援
センター事業

から



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

９

平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
障
害
者
自
立

支
援
法
施
行
に
伴
い
障
害
者
相
談
支
援
事
業

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
専
門
員
が
配
置
さ
れ
て
い

る
指
定
相
談
事
業
者
へ
委
託
を
し
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

相
談
内
容

障
害
者
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
お
よ
び
助
言
そ
の
他
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
等
、
必
要
な
支
援

を
行
い
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の

障
害
者
等
の
権
利
擁
護
の
た
め
必
要
な
助
言

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

そ
の
他

右
記
以
外
の
日
時
で
も
電
話
等
の

相
談
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）４
６
５
２

先
月
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と

お
り
、
平
成
十
九
年
六
月
一
日

か
ら
印
鑑

の
登
録
や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
の
制
度

が
変
わ
り
ま
す
。

六
月
一
日

以
降
に
印
鑑
登
録
証
明
書
を

と
る
場
合
は
、
印
鑑
登
録
証
の
提
示
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

現
在
印
鑑
登
録
し
て
い
る
方
は
、
次
の
も

の
を
役
場
窓
口
ま
で
持
参
し
て
い
た
だ
き
、

印
鑑
登
録
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
登
録
証
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
と
く
に

期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
早
く

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
登
録
者
本
人
が
く
る
場
合
〕

①
現
在
登
録
し
て
い
る
印
鑑

②
※

本
人
確
認
書
類

※
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

〔
代
理
人
が
く
る
場
合
〕

①
現
在
登
録
し
て
い
る
印
鑑

②
本
人
が
自
書
し
登
録
印
を
押
し
た
委
任
状

③
代
理
人
の
印
鑑

（
認
め
印
可
、
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

印
鑑
登
録
制
度
の
主
な
変
更
点
は
次
の
と

お
り
で
す
。

印
鑑
登
録
証
を
交
付
し
ま
す

六
月
一
日

以
降
に
、
印
鑑
登
録
し
た
人

に
は
、
登
録
番
号
が
記
録
さ
れ
た
印
鑑
登
録

証
を
交
付
し
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
な
と
き
に
は
、

必
ず
こ
の
印
鑑
登
録
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
（
申
請
書
は
記
入
し
て
い
だ
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
）
印
鑑
を
持
参
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

印
鑑
登
録
証
の
提
示
が
な
け
れ
ば
、
印
鑑

登
録
証
明
書
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

代
理
人
に
印
鑑
登
録
証

明
書
の
受
け
取
り
を
依
頼
す
る
と
き
は
、
印

鑑
登
録
証
を
預
け
て
く
だ
さ
い
。
委
任
状
は

不
要
に
な
り
ま
す
。

印
鑑
を
登
録
す
る
と
き
の

本
人
確
認
の
方
法
が
変
わ
り
ま
す

印
鑑
を
登
録
す
る
と
き
、
次
の
２
つ
の
書

類
の
う
ち
一
つ
を
持
参
さ
れ
た
方
は
そ
の
場

で
登
録
で
き
ま
す
。

①
運
転
免
許
証
な
ど
官
公
署
の
発
行
し
た
本

人
の
写
真
入
の
身
分
証
明
書

②
申
請
者
本
人
と
面
識
の
あ
る
本
町
職
員
が

本
人
に
ま
ち
が
い
な
い
旨
を
証
し
た
書
面

こ
の
よ
う
な
書
類
を
も
っ
て
い
な
い
方

や
、
代
理
人
に
よ
る
印
鑑
登
録
の
申
請
の

と
き
は
、
登
録
申
請
者
に
対
し
文
書
で
本

人
の
意
思
に
よ
る
申
請
か
ど
う
か
を
照
会

し
、
後
日
そ
の
回
答
書
を
持
参
し
て
も
ら

う
こ
と
で
確
認
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

印
鑑
の
登
録
・
印
鑑
登
録

証
明
書
の
交
付
の
制
度
が

変
わ
り
ま
す

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

日

時

６月７日

21日

28日

７月５日

19日

26日

場
所

福祉センター

１階研修室

２

１

こ
の
場
合
、
申
請
し
て
か
ら
印
鑑
登
録
証
、

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
ま
で
に
数
日
か
か

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
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安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

窃
盗
犯
捜
査
に
ご
協
力
を
！

怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
一
一
〇
番
通
報
を

①
不
審
者
を
見
か
け
た
ら

一
一
〇
番
通
報
を
！

犯
人
は
、
家
や
車
の
中
を
の
ぞ
き
込
ん
だ

り
、
付
近
に
見
張
り
役
の
運
転
手
が
車
の
中

に
い
た
り
し
ま
す
。

②
室
内
に
犯
人
が
い
る
時
は

直
ち
に
一
一
〇
番
を
！

犯
人
が
室
内
や
付
近
に
い
る
場
合
は
直
ぐ

に
一
一
〇
番
し
て
く
だ
さ
い
。
犯
人
が
逃
げ

た
場
合
は
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
や

体
格
、
服

装
な
ど
の
特
徴
を
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

③
盗
難
の
被
害
に
気
づ
い
た
ら

一
一
〇
番
、
又
は
最
寄
り
の

交
番
・
警
察
署
へ
の
通
報
を
！

犯
人
は
、
現
場
に
犯
行
の
痕
跡
を
残
し
て

い
ま
す
。
現
場
を
触
ら
ず
に
、
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
警
察
に
速
や
か
に
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

道
路
交
通
法
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
す
！

中
型
自
動
車
・
中
型
免
許
が

新
設
さ
れ
ま
す

平
成
十
九
年
六
月
二
日
施
行

こ
れ
ま
で
普
通
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

八
ト
ン
限
定
中
型
免
許
と
な
り
ま
す
。

大
型
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人
は
新
し
い

免
許
制
度
に
な
っ
て
も
運
転
で
き
る
車
の
大

き
さ
の
範
囲
は
同
じ
で
す
。

新
た
に
普
通
免

許
を
取
得
す
る
場

合
は
、
車
両
総
重

量
五
ト
ン
未
満
、

最
大
積
載
量
三
ト

ン
未
満
、
乗
車
定

員
十
人
以
下
と
な

り
ま
す
。

中
型
免
許
の
受
験
資
格
は
二
〇
歳
以
上
、

経
験
二
年
以
上
で
す
。

中
型
免
許
の
適
性
試
験
・
適
正
検
査
は
、

視
力
、
深
視
力
、
聴
力
運
動
能
力
に
つ
い
て
、

大
型
免
許
と
同
じ
合
格
基
準
に
よ
り
行
わ
れ

ま
す
。

警
察
官
募
集
中
！

試
験
区
分

警
察
官
Ａ

男
性
・
女
性
（
大
卒
、
同
見
込
）

受
付
期
間

五
月
十
八
日
～
六
月
四
日

試

験

日

第
一
次
試
験

七
月
八
日

警
察
官
Ｂ
（
高
卒
、
同
見
込
）
の
試
験
案

内
・

申
込
書
配
布
開
始
は
、
七
月
三
日
か

ら
で
す
。

※
今
年
は
秋
の
特
別
採
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。

★
詳
し
く
は

小
松
島
警
察
署
ま
で

（
３
２
）０
１
１
０

安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

♯
９
１
１
０

警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
は

「
＃
９
１
１
０
」

又
は
、

０
８
８
（
６
５
３
）９
１
１
０
へ

小
松
島
警
察
署
生
活
安
全
課

（
３
２
）０
１
１
０
へ

一
人
で
悩
ま
ず

相
談
を
！

６月は土砂災害防止月間です!!徳島県

梅雨・台風などで土砂災害が発生しやすいシーズンを迎えました。

土砂災害を防止するため、県ではさまざまな対策を行っていますが、それだけでは十分に被害

を防ぐことはできません。被害を最小限に抑えるためには、一人ひとりが気象状況に注意して避

難することが大切です。

普段から避難場所や避難する方法を決めておきましょう。

がけ地や谷川に異常を感じたときは、すぐに最寄りの町役場、

警察、または県土木事務所へご連絡ください。



卸
売
業
・
小
売
業
の
事
務
所
を

対
象
に
六
月
一
日
現
在
で
実
施

経
済
産
業
省
で
は
、
六
月
一
日
現
在
で
平

成
十
九
年
商
業
統
計
調
査
（
卸
売
・
小
売
業
）

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
卸

売
・
小
売
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
、

商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
、
市
区

町
村
に
お
け
る
商
業
の
振
興
、
中
心
市
街
地

活
性
化
な
ど
の
施
策
を
進
め
る
う
え
で
の
重

要
な
基
礎
資
料
と
し
て
、
多
方
面
で
利
用
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
個
々
の
事
業
所
が
経
営

指
針
を
作
る
際
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
か

ら
任
命
さ
れ
た
商
業
統
計
調
査
員
が
事
業
所

を
直
接
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布
し
て
必
要

な
事
項
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
取
集
す
る

と
い
う
方
法
等
で
行
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
法
に
よ
り

厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
、
統
計
作
成
の
目
的

以
外
に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

正
確
な
報
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

４
２（
１
５
０
１
）

平
成
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十
月
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ら
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一
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日
ま
で
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化
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開
催
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れ
、
勝
浦
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〈
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ピ
ラ
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台
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で
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予約制による年金相談のご案内

徳島県内の全社会保険事務所では、予約制による年金相談を実施しておりますの

でご利用ください。

■年金相談のご予約は、相談希望日１ヶ月前からお電話または年金相談窓口でお受

けいたしておりますので、最寄りの社会保険事務所にお問い合わせください。

■ご予約を受付する際には、相談者氏名、基礎年金番号、電話番号、相談内容等に

ついて確認させていただきます。

■徳島南社会保険事務所

平 日 午前８時30分から９時30分まで 午後４時15分から５時15分まで

（第２月曜日は午後５時15分から７時までの時間帯を追加して実施）

休日の年金相談（第２土曜日）午前９時30分から午後４時まで

※予約状況により、ご希望の日時を調整させていただく場合がありますので、あら

かじめご了承願います。

予 約 の 時 間 帯

予約の申込方法

■徳島南社会保険事務所

徳島市山城西4-45 088－652－1511

予 約
申し込み
電話番号

年金相談にお越しの際は、年金手帳（基礎年金番号通知書）、年金証書、振込通

知書などの他、相談者本人であることの認識できるものをご持参のうえ、予約時間

の５分前までにお越しいただき総合相談窓口にお申し出ください。

※代理の方は、ご相談に来られる際には、委任状が必要となります。

※ご都合により来所できない場合には、事前にご連絡をお願いします。

平
成
十
九
年

商
業
統
計
調
査
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保険税は国保の被保険者としての資格を得た月、例えば職場の健

康保険を抜けたり、他の市町村から転入した月の分から納めます。

保険税は国保の資格を得た６月までさかのぼっ

て納めます。

また、届け出をした９月まで保険証がありませ

んから、６～８月のあいだの医療費は全額自己負

担になります。

保険税の

決め方

保険税

国や地方自治体
などの補助金

その年に予測
される医療費

自己負担金

その年に予測される医療費から、国などからの補助金と私たちが病院で支払う一部

負担金を差し引いた分が保険税となります。

６月に会社をやめ、９月に国保加入の届け出を出した人の場合

住民税が非課税世帯の方が入院した場合には、申請すれば１食の食事代負担額が210円に、また、

90日を超えた場合には160円軽減されます。

該当される方はすでに減額認定証を交付していますが、平成19年７月31日で有効期限が切れます。

再度軽減認定証を受ける必要がある方は更新手続きをしてください。又、高額療養費の限度額認証

をお持ちの方で更新の必要のある方は、再度更新の手続きをしてください。

【申請に必要なもの】 健康保険証・印鑑・食事代の減額認定証，老人医療の方は老人医療受給証

【申 請 場 所】 国民健康保険に加入している方は、勝浦町総務税務課 （42）1503

老人医療を受けている方は、勝浦町福祉課 （42）1502

世帯主本人が職場の健康保険などに加入している場合でも、世帯内に国保の被保険者がいる場合

は保険税納付の義務は世帯主にあります。

保険税の納付は世帯主の義務

入院時の食事代の減額認定証および高額限度額認定証の更新手続き

40歳から64歳の介護保険料は
国保税として徴収します

保険税の総額を右の四つの項目をもとに算定、それらを組み合わせて一世帯

ごとの保険税額が決まります（市町村によって組み合わせは異なります）。

保険税の

納め方
たとえば

会社をやめた
▼

この間の医療費は
全 額 自 己 負 担

国保加入の届け出を出した
▼

６月 ７月 ８月 ９月 10月

平 等 割

均 等 割

所 得 割

資 産 割

一世帯にいくらと計算

世帯の加入者数に応じて計算

世帯の所得に応じて計算

世帯の資産に応じて計算
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食生活を見直そう糖尿病
シリーズ 予防の実践③

糖尿病の増加に関係しているものとして、食生活の変化があげられています。食事の欧米化

の影響で動物性脂肪をとる機会が多くなってきたこと、外食が普及したこと、間食をする人が

多くなってきたことなどの変化は、消費するエネルギーに比べて、摂取するエネルギーのほう

が多くなってきたという変化でもあります。

体内に摂取されたエネルギーが多く、その量に見合った消費が追いつかなくなると、余分な

脂肪が蓄えられ、体脂肪の量が多くなり、インスリンの働きも低下し、結果として血糖値が高

くなってしまいます。摂取と消費の二つの収支バランスがうまくとれない状態は、糖尿病を引

き起こしやすくするといえるでしょう。

食生活のかたよりや栄養バランスの乱れは、糖尿病だけでなく、生活習慣病のすべてにとっ

ての危険因子になるといえます。ここであらためて食生活を見直してみませんか？

糖尿病と食生活の関係

食 事 で 防 ぐ 糖 尿 病

糖尿病予防の基本は、運動、そして食事です。食べすぎ・栄

養過多や不足・糖分のとりすぎなどに注意して、健康的な食生

活を習慣づけることが大切です。

肥満のある人では標準体重に近づけるための摂取エネルギー

制限が必要です。

また、すでに糖尿病の症状がある人は、インスリンの働きに

見合った量の食事をし、血糖値を高くしないようコントロール

する食事療法が必要です。

たんぱく質・脂肪・糖質を
適正に組み合わせ
バランスをはかる

ビタミン・ミネラルの量と質が

満たされ、栄養にかたよりの

ないようにしましょう。

食事は規則正しく
ゆっくりとる

１日の食事の時間や回数は

できるだけ一定にしましょう。

まとめ食いはよくありません。

腹八分目を守る

摂取エネルギーを最低

必要量にし、理想体重を

維持するよう心がけましょう。

油脂類のとりすぎに注意……サラダのドレッシング、炒めものの油などを少なめに

砂糖をたくさん使った食べものに注意……お菓子やジュースの摂りすぎは避けましょう

塩分は控えめに……薄味に慣れる心がけが大切です

穀類はほどほどに……１食にご飯なら軽く１杯が適切です

野菜はたっぷりと……ビタミン・ミネラル・食物繊維を補給しましょう

禁酒がおすすめ……アルコールは食欲を増進させるので、食べすぎの原因になる場合もあります
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の保健行事
日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

１ 金

健 康 相 談 13:30～14:30

中 山 集 会 所 住 民 健康手帳
平 賀 先 生 の お 話

「糖尿病予防について」
14:30～15:30

４ 月 ポリオ生ワクチン投与 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成11年12月５日から

平成19年３月４日まで

に生まれた子

問診票
予防接種手帳
母子健康手帳

８ 金 総 合 健 診 ８:00～10:00
沼江コミュニ
ティセンター

住 民 問診票

11 月 総 合 健 診 ８:00～10:00
今山ふれあい
交 流 館

住 民 問診票

12 火 総 合 健 診 ８:00～10:00 坂 本 集 会 所 住 民 問診票

15 金 1歳6ヶ月児健康診査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成17年９月１日から

12月31日までに生まれ

た子

問診票
母子健康手帳

16 土 男 の 料 理 教 室 ９:30～14:00
住 民 福 祉
セ ン タ ー

会 員

19 火 股 関 節 脱 臼 検 診 13:00～13:30 勝 浦 病 院

平成19年２月１日から

５月31日までに生まれ

た子

母子健康手帳

21 木 総 合 健 診 ８:00～10:00 農村婦人の家 住 民 問診票

28 木 総 合 健 診 ８:00～10:00
農村環境改善
セ ン タ ー

住 民 問診票

29 金

健 康 相 談

9:30～14:30 久 国 集 会 所 住 民 健康手帳

糖 尿 病 予 防 教 室

ん な 健の 康み

糖
尿
病
教
室
、
六
月
は
次
の
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に
つ
い
て
の

基
礎
知
識
や
食
事
・
薬
な
ど
わ
か
り
や

す
く
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場

所

勝
浦
病
院
二
階

研
修
室

時

間

午
後
二
時
か
ら

一
時
間
程
度

費

用

無
料
で
す

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ勝

浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

６月の予定（いずれも火曜日）

日 担 当 内 容

５日 内科医師 糖尿病について

12日 坂口栄養士 食事について

19日 正瑞薬剤師 薬について

26日 亀山看護師長 一般生活と運動

勝
浦
病
院

だ
よ
り



健診は、疾病の早期発見だけでなく、検査結果により、日ごろの生活習慣

を見直す良い機会ともなります。必ず受診し、健康管理に役立てましょう！平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

15

総合健診が始まります!

各地域を巡回して、次の内容で総合健診を実施します。

※検診料は、生活保護世帯の方、町民税非課税世帯の方及び満70歳以上の方は無料です。

（ただし前立腺がん検診は除く。）
【注意】

①当日は、飲食せずにおこしください。

②肝炎ウィルス検査は基本健康診査と合わせて実施します。

③総合健診で基本健診を受診した人は、町が実施する医療機関健診や人間ドックは、受診する

ことはできません。

受付時間 午前８時～10時総合健診

月 日 実 施 場 所 対象地区

総 合 健 診

７月５日 農村環境改善センター 久国・棚野

７月11日 生名センター 生名

７月20日 農村環境改善センター 中山・与川内

７月24日 星谷集会所 星谷

婦人がん検診
乳がん検診

子宮がん検診

骨粗鬆症検診

８月８日 農村婦人の家

全地区対象８月16日 農村環境改善センター

９月６日 農村環境改善センター

▼７月以降の総合健診および婦人がん検診の日程は次のとおりです。

種 類 対 象 者 検診料 検 査 内 容

基本健康診査 40歳以上の住民 700円
身長、体重、血液検査

尿検査、心電図等

前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,000円 血液中の前立腺特異抗原を測定

肝炎ウィルス

検 査

①平成20年３月31日までに、40歳を

迎える人

②過去の節目検診で受診できなかっ

た人

700円

血液検査でＢ型肝炎、Ｃ型肝

炎の感染の有無について調べ

る。

胃がん検診 40歳以上の住民 1,000円 バリウムによる胃透視

結核・肺がん

検 診

40歳以上の住民 500円 レントゲン撮影

50歳以上の人で喫煙指数 (喫煙年数

×1日喫煙本数)が600を越える人ま

たは、半年以内に血痰があった人

800円 レントゲン撮影と喀痰検査

大腸がん検診 40歳以上の住民 1,100円 ２日間の便の潜血反応を判定
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私
は
、
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ
る
さ

と
」
が
大
好
き
で
す
。
私
の
「
ふ
る
さ
と
」

は
、
自
然
が
豊
か
で
、
空
気
が
き
れ
い
で

す
。
い
ち
ご
や
ぶ
ど
う
は
お
い
し
く
、
た

ら
い
う
ど
ん
が
名
物
で
す
。
地
域
の
人
は

優
し
く
、
登
下
校
の
際
な
ど
に
は
、
知
ら

な
い
人
で
も
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
の
で
、

い
つ
も
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
の
宝
は
、
一
緒
に
い
て
楽
し
い

友
達
や
温
か
い
家
族
が
い
る
こ
と
で
す
。

「
土
成
」
に
生
ま
れ
土
成
中
学
校
に
通
っ

て
い
る
こ
と
が
、
私
の
誇
り
で
す
。

こ
の
世
の
中
の
だ
れ
に
と
っ
て
も
「
ふ

る
さ
と
」
は
、
自
分
が
自
分
ら
し
く
い
ら

れ
る
心
安
ら
ぐ
、
か
け
が
え
の
な
い
場
所

で
あ
る
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
「
ふ
る
さ
と
」
を
知
ら
れ
る

こ
と
で
、
い
つ
か
差
別
を
受
け
る
の
で
は

な
い
か
と
不
安
に
思
う
人
が
い
る
こ
と
も

事
実
で
す
。
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域

を
悪
く
言
わ
れ
る
の
は
、
ど
ん
な
気
持
ち

で
し
ょ
う
か
。
自
分
を
育
ん
で
く
れ
た
、

か
け
が
え
の
な
い
「
ふ
る
さ
と
」
を
理
由

に
差
別
さ
れ
る
な
ん
て
ど
ん
な
気
持
ち
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

人
権
問
題
学
習
の
授
業
で
、
『
佳
代
さ

ん
の
遺
書
』
を
学
び
ま
し
た
。
部
落
差
別

の
た
め
に
結
婚
を
あ
き
ら
め
、
二
十
歳
と

い
う
若
さ
で
自
ら
の
命
を
絶
た
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
女
性
の
話
で
し
た
。
愛
す
る
人

と
結
婚
し
て
、
幸
せ
な
家
庭
を
築
き
た
い

と
願
う
の
は
、
人
と
し
て
当
た
り
前
な
権

利
で
す
。
佳
代
さ
ん
は
、
愛
す
る
人
に
自

分
の
「
ふ
る
さ
と
」
を
紹
介
し
、
自
分
を

深
く
理
解
し
て
ほ
し
い
、
共
に
お
互
い
の

「
ふ
る
さ
と
」
を
慈
し
み
、
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
願
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
、

幸
せ
を
目
の
前
に
し
な
が
ら
、
佳
代
さ
ん

の
尊
い
命
は
、
心
な
い
周
り
の
人
の
差
別

意
識
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
佳
代
さ
ん
は
、
ど
ん
な
に
は
が
ゆ
く
、

無
念
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
佳
代
さ
ん

の
恋
人
は
、
は
た
し
て
別
の
人
と
結
婚
し

て
、
本
当
に
幸
せ
を
つ
か
ん
だ
の
で
し
ょ

う
か
。
恋
人
の
母
親
は
、
い
つ
ま
で
も
消

え
る
こ
と
の
な
い
、
大
き
な
心
の
傷
跡
を

背
負
っ
て
生
き
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
差
別
は
、
す
べ
て
の
人
を
傷

付
け
、
不
幸
に
し
ま
す
。
差
別
は
す
る
側

に
と
っ
て
も
、
さ
れ
る
側
に
と
っ
て
も
、

い
い
こ
と
は
一
つ
も
な
い
の
で
す
。

部
落
差
別
は
、
決
し
て
同
和
地
区
の
人

た
ち
の
問
題
と
か
、
自
分
に
関
係
の
な
い

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
部
落
差
別
は
、

差
別
す
る
人
の
心
の
中
の
問
題
で
す
。
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
こ
と
に
早
く
気

づ
い
て
、
深
く
考
え
、
自
分
の
中
の
差
別

意
識
を
理
解
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
自
分

の
身
近
な
所
で
佳
代
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な

悲
劇
を
生
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の

で
す
。
私
た
ち
は
、
佳
代
さ
ん
や
周
り
の

人
た
ち
が
味
わ
っ
た
苦
し
み
を
二
度
と
繰

り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

他
の
ど
ん
な
差
別
も
、
差
別
を
さ
れ
る

人
は
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
。
謝
る
必
要
も
な

け
れ
ば
、
直
す
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
何
も
悪
く
な
い
か
ら
で
す
。
自

分
の
差
別
意
識
を
み
つ
め
て
反
省
し
、
謝

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
差
別
を
す

る
人
た
ち
で
す
。

私
の
ク
ラ
ス
で
『
佳
代
さ
ん
の
遺
書
』

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
き
、
「
自
分
の

生
ま
れ
た
『
ふ
る
さ
と
』
で
差
別
を
受
け

る
な
ん
て
絶
対
に
お
か
し
い
し
、
許
せ
な

い
。
」
「
部
落
差
別
は
ま
ち
が
っ
て
い
る
。

両
親
を
説
得
し
て
、
何
が
あ
っ
て
も
好
き

な
人
を
守
る
。
」
「
こ
の
ク
ラ
ス
に
佳
代
さ

ん
が
い
た
ら
、
絶
対
に
死
を
選
ば
せ
な
い
。

み
ん
な
が
差
別
と
闘
う
仲
間
と
な
っ
て
、

佳
代
さ
ん
を
救
お
う
。
」
と
い
う
意
見
が

出
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
絶
対

に
私
た
ち
が
第
二
の
佳
代
さ
ん
の
よ
う
な

悲
劇
を
生
ま
な
い
人
間
に
な
る
こ
と
、
だ

れ
も
が
堂
々
と
自
分
の
「
ふ
る
さ
と
」
を

名
乗
れ
る
よ
う
な
世
の
中
を
自
分
自
身
か

ら
作
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
の
た
め
に
同
和

問
題
に
つ
い
て
し
っ
か
り
学
習
し
て
、
差

別
と
闘
う
仲
間
と
し
て
の
絆
を
深
め
、
こ

れ
か
ら
先
も
、
不
合
理
な
差
別
と
闘
っ
て

い
く
仲
間
で
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。

今
、
私
は
中
学
三
年
生
で
す
。
卒
業
後

の
私
は
、
高
校
に
行
っ
た
り
、
社
会
に
出

た
り
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
と
も
な
っ

て
、
自
分
の
か
け
が
え
の
な
い
「
ふ
る
さ

と
」
に
つ
い
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
語
り

合
え
る
世
の
中
を
作
る
た
め
に
、
共
に
差

別
と
闘
っ
て
い
く
仲
間
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
「
ふ
る
さ
と
」

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
な
ら
で
は
の
自

然
や
特
産
物
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
か
け

が
え
の
な
い
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
他
人
の
ま
ち
が
っ
た
意
見
や
考
え

に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
「
ふ
る
さ
と
」
を
守
る
た
め
に
、

差
別
と
闘
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

徳
島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
平
成
十
七
年
度
全
国
中
学

生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会

入
賞
作
品
集
よ
り

大
切
な
も
の
を

守
る
た
め
に
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死
ぬ
る
か
も
知
れ
ぬ
不
安
を
抱い

だ

き
つ
つ
誰
に
も
言
わ
ず
風
邪
に
臥
し
お
り

中
山

山

下

房

雄

手
を
洗
え
う
が
い
も
せ
よ
と
言
う
た
め
に
母
は
わ
ざ
わ
ざ
電
話
か
け
く
る

棚
野

田

中

久

子

雨
音
を
聞
き
し
宵
な
り
節
水
の
蛇
口
少
こ
う
し
弛
め
て
使
う

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

白
藤
の
咲
き
て
香
れ
る
豊
か
さ
に
今
日
一
日
の
活
力
と
な
る

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

吾
の
日
記
は
野
菜
と
花
の
名
が
並
び
レ
タ
ス
の
芽
生
え
し
事
も
今
日
書
く

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

智
恵
子
抄
読
み
て
ほ
の
ぼ
の
溢あ

ふ

れ
来
る
豊
か
な
愛
に
温
も
り
て
い
る

生
名

岩

本

敏

子

庭
隅
に
母
の
遺
品
を
片
付
け
れ
ば
知
人
寄
り
来
て
在
り
し
日
語
る

横
瀬

丸

関

朋

子

春
の
陽
を
吸
い
て
庭
石
温
か
し
妹
と
の
話
と
り
と
め
も
な
し

坂
本

木

下

茂

子

間
伐
終
え
透
き
し
杉
山
危
う
げ
に
追
い
風
受
け
て
波
打
つ
梢

横
瀬

廣
安
美
枝
子

鼻
筋
の
と
お
り
し
写
真
壁
に
か
け
見
詰
め
る
亡つ

夫ま

に
微
笑
を
か
え
す

横
瀬

平
山
美
千
江

福
祉
施
設
、
家
族
、
友
に
も
支
え
ら
れ
病
い
癒
た
り
米
寿
迎
う
る

棚
野

田

中

茂

子

赤
着
る
は
品ひ

ん

な
き
者
と
戦
時
下
に
育
て
ら
れ
き
て
今
好
み
お
り

棚
野

殿

川

早

苗

使
い
残
り
し
白
菜
の
珠た

ま

を
割
り
た
れ
ば
蕾
持
ち
お
り
厨
の
隅
に

横
瀬

日

下

克

子

今
朝
も
ま
た
父
母
に
供
え
る
熱
き
茶
に
き
ょ
う
の
多
忙
な
日
課
始
ま
る

坂
本

平

尾

智

男

夕
陽
受
け
一
直
線
の
飛
行
機
雲
の
長
き
尻
尾
は
崩
れ
て
消
ゆ
る

立
川

堀

梅

子

歩
む
ご
と
鳴
る
落
葉
あ
り
そ
の
音
の
静
け
さ
惜
し
む
山
寺
に
し
て

与
川
内

市
川
晴
一
郎

亡
母
よ
り
は
る
か
な
る
歳
月
重
ね
き
て
母
想
う
と
き
幼
な
に
還
る

棚
野

島

つ
と
む

玉
葱
と
馬
鈴
薯
の
草
抜
き
て
お
り
収
穫
夢
見
る
吾
の
生
き
甲
斐

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

わ
が
藪
は
今
年
も
竹
の
子
豊
か
に
て
猪
に
掘
ら
る
る
も
良
き
品
の
あ
り

中
山

栗

城

絹

焚
火
し
て
蜜
柑
取
り
せ
し
遠
き
日
よ
寒
き
木
の
間
に
烏
瓜
垂
る
る

坂
本

菅
内
久
美
子

旧
家
な
る
森
本
邸
の
奥
座
敷
い
に
し
え
の
ま
ま
百
歳
の
雛

横
瀬

桜
木
千
代
子

咲
き
乱
る
る
季
の
め
ぐ
り
来
て
病
院
の
部
屋
の
中
ま
で
も
桜
飾
れ
る

中
山

溝
内
喜
美
代

黄
昏
を
歩
く
皆
生
の
松
原
に
何
時
し
か
灯
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

中
角

花

岡

福

枝

沿
道
に
続
く
桜
は
満
開
な
り
き
よ
き
日
に
出
合
い
し
喜
び
に
い
る

横
瀬

林

と
み
え

団
魂
の
世
代
な
る
吾
の
五
年
後
は
如
何
な
ら
ん
か
と
始
む
る
連
用
日
記

与
川
内

植

松

寄

子

鼻
唄
の
花
見
帰
り
の
千
鳥
足
雨
に
濡
れ
つ
つ
も
ご
機
嫌
な
り
き

横
瀬

西

蔭

達

男

や
わ
ら
か
き
春
陽
を
玻
璃
ご
し
浴
び
な
が
ら
点
滴
見
つ
つ
う
つ
う
つ
と
い
る

坂
本

山

口

昭

市

今
・
昔
魚
焼
く
の
も
七
輪
で
子
供
の
頃
を
思
い
出
す
な
り

中
山

猪
谷
喜
美
代

文
芸
祭
「
短
歌
大
会
」
作
品
募
集
！

受

付

平
成
十
九
年
四
月
一
日
～
六
月
三
十
日

作

品

未
発
表
の
も
の
一
人
二
首
ま
で

部

門

一
般
の
部
（
大
学
生
含
む
）
と
小･

中･

高
校
生
の
部

料

金

一
人
に
つ
き
一
、〇
〇
〇
円

（
た
だ
し
小･

中･

高
生
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
添
付
者
は
無
料
）

送

金

郵
便
振
替
口
座
を
利
用
す
る
こ
と

（
郵
便
振
替
口
座
）
〇
一
六
五
〇
―
九
―
三
九
〇
四
六

（
加
入
者
名
）
第
二
十
二
回
国
民
文
化
祭
小
松
島
市
実
行
委
員
会

応
募
先

〒
七
七
三
―
〇
〇
〇
一

小
松
島
市
小
松
島
町
新
港
二
九
―
一
一

（
小
松
島
市
生
涯
学
習
課
内
）

第
二
十
二
回
国
民
文
化
祭
小
松
島
市
実
行
委
員
会

短
歌
大
会
事
務
局

（
３
２
）２
７
０
０

●
短

歌
大
会
●

日

時

平
成
十
九
年
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時

場

所

徳
島
県
立
小
松
島
高
等
学
校
体
育
館

記
念
講
演

講

師

篠
弘
先
生
（
現
代
歌
人
協
会
理
事
長
）

演

題

「
現
代
短
歌
の
魅
力
」

六
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田

万

里

七
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

次
回
作
品
募
集

松

並

武

夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇

今
秋
の
十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に
、
小
松
島
高
等
学
校
体

育
館
で
第
二
十
二
回
国
民
文
化
祭
の
「
短
歌
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
そ
の
大
会
の
作
品
募
集
の
締
切
が
六
月
三
十
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

勝
浦
か
ら
の
入
賞
、
入
選
を
ご
期
待
し
て
い
ま
す
。
応
募
要
項

と
応
募
用
紙
は
勝
浦
町
図
書
館
ロ
ビ
ー
、
ま
た
は
勝
浦
短
歌
会

事
務
局
（
中
田
ヤ
ス
エ
方
）
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
な
お
、
短

歌
大
会
の
選
者
の
一
人
に
こ
の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
の
選
者
で
、

本
町
出
身
の
松
並
武
夫
氏
（
日
本
短
歌
協
会
会
員
・
南
海
歌
人

主
宰
）
が
作
品
の
選
を
担
当
さ
れ
ま
す
。

国
民
文
化
祭･

と
く
し
ま
２
０
０
７

第22回
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指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

（
中
角
）
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

６
月
２
日

午
前
９
時
ま
で

（
横
瀬
）
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

６
月
９
日

午
前
９
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

①
段
ボ
ー
ル

厚
手
の
菓
子
箱
等
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

②
新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
古
本
・
雑
誌
・
紙

包
装
紙
な
ど
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

同
じ
種
類
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は

破
っ
て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ

ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
勝
浦
を
考
え
る
会
」

古
紙
の
回
収
に
ご
協
力
を
！

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

５日

（火）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

12日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

19日

（火）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

26日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

４日

（月）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

11日

（月）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

18日

（月）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

25日

（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

７日 ・21日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

８日 ・22日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

不用犬
引き取り日

12日 ･26日

※登録している犬の場合は
印鑑と鑑札が必要です。

��
��������

��

����
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なかなかいい生き方 平 岩 弓 枝

Ｇボーイズ冬戦争 石 田 衣 良

紅嵐記 上･下 藤 水名子

ダーティ・ワーク 絲 山 秋 子

上海クライシス 春 江 一 也

水漬く魂 第一部 小嵐九八郎

果 断（隠蔽捜査２） 今 野 敏

きみのためのバラ 池 澤 夏 樹

ハイドラ 金原ひとみ

臍の緒は妙薬 河野多恵子

いっしん虎徹 山 本 兼 一

俳風三麗花 三 田 完

風信子の家 篠田真由美

めぐらし屋 堀 江 敏 幸

ごみ有料化 山 谷 修 作

パソコンでらくらく家計簿 技術評論社

元気な子どもの野菜レシピ 山 崎 典 子

摘み菜がごちそう 平谷けいこ

こうちゃんの簡単レシピ 相 田 幸 二

のびのび子育てこんなお母さんなら大丈夫

汐 見 稔 幸

新着図書の一部紹介

★おはなし会

24日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください

６
月
の
行
事

《児 童 書》

ジロがなく 山下ケンジ

こぎつねはたびたつ ケイト・バンクス

おっぱい みやにしたつや

ねむいねむいねずみとおばけたち 佐々木マキ

か げ 武 田 美 穂

いつでも会える 菊田まりこ

ホームランを打ったことのない君に 長谷川集平

だいすき アンドレ・ダーハン

ランドセルだいすき 宮本えつよし

おかあさんげんきですか 後 藤 竜 二

メジャー（コミック） 満 田 拓 也

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１１２ １３ １４１５ １６

１７ １８１９ ２０ ２１２２ ２３

２４ ２５２６ ２７ ２８２９ ３０

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

佐藤多佳子

一瞬の風になれ

イチニツイテ･ヨウイ･ドン

桐 野 夏 生

メタボラ

記憶を失くした青年は、

ゼロからの自分探しの旅

に出る。

もとしたいづみ

こくはくします

「すき」ってとっても

いい気持ち

思わず胸が熱くなる、と

びきりの陸上青春小説。
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まちのうごき
平成19年４月16日～５月15日（敬称略）

人 口（平成19年４月30日現在）

世帯数 2,155戸
男性 3,053人
女性 3,304人

計 6,357人
出生 男 ２人 女 ０人 計 ２人
死亡 男 １人 女 ０人 計 １人

転入 男 ８人 女 13人 計 21人
転出 男 10人 女 ８人 計 18人

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

おくやみ申します

大字三溪字日浦 山 田 久 子（86歳）

大字棚野字石倉 石 倉 明（82歳）

日 時 ６月１日 ･８日 ･15日 ･22日
午後１時～４時30分

場 所 勝浦町住民福祉センター１階

相談内容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽にお問い

合わせください。 (42)4652

心 配 ご と 相 談

日 時 ６月14日 午後１時30分～４時30分
場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

出張年金相談の廃止について

社会保険庁の新組織への移行に伴う事務処理体

制の見直しにより、毎月行なわれておりました、

出張年金相談所が、６月末をもって廃止されるこ

ととなりました。今後は、社会保険事務所窓口で

年金相談をお受けいただくこととなります。

日 時 ６月９日 午前９時30分～午後４時
場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ６月11日 午前８時30分～午後７時
場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５
年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

時間延長年金相談

出張年金相談所

年 金 相 談 ご利用
ください！

お誕生おめでとう

大字三溪字上羽瀬 ）泉 宏 彰
博 子

長男 貴
たか

文
ふみ

ご結婚おめでとう

（
大字三溪字定岡

徳島市

藤 野 雅 仁

石 槌 未南子

（
大字生名字中道

阿南市

野 上 義 行

濱 さおり

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 20 ・27 午後 7:30～9:30

踊 り 13 ・27 午後 7:30～9:30

歌 謡 14 ・28 午後 7:30～9:30

生け花 18 午後 7:30～9:30

大正琴 ７ ・21 ・29
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

６月 交流講座ご案内

６月 勝浦郡夜間救急当番表

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午後６時～翌朝午前９時 休日:午後７時～翌朝午前９時

（
大字三溪字定岡

板野郡上板町

井 上 芳 宏

瀧 本 亜由美

善意ありがとうございました
（４月16日～５月15日）

平 間 明 さん（星谷） 石 倉 康 範 さん（棚野）

勝浦町親睦ゴルフコンペ

以上の方から善意銀行に善意がよせられま

した。ありがとうございました。
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